
 
 

 

 サイドフレームとフロントロアクロスメンバとの溶接が不適切なため、溶接部の強度が不足して

いるものがある。そのため、そのまま使用を続けると、走行時の振動等により当該溶接部が剥がれ、

フロントロアクロスメンバの位置がずれて、最悪の場合、前車輪を取り付けているロアアーム後端

部が抜け、走行不能となるおそれがある。 

改 善 箇 所 説 明 図

識別：運転席ドアロアヒンジ上側ボルト頭部に黄色ペイントを塗布する。 

注：      は点検及び修理箇所を示す。 

改善の内容 

 全車両、フレームとフロントロアクロスメンバの溶接箇所を点検し、フロントロアクロスメンバの

溶接が剥がれているものは板金修理を実施する。溶接箇所に亀裂があるものは亀裂部を溶接する。

点検結果剥がれや亀裂がないものはフロントロアクロスメンバの外側合わせ面に補強用リベット留め

を追加する。 
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